Ｗ３４　ナムヤッツ
（ＮＡＭＹＡＴＳ）
1． ４Ｃは４Ｈオープンより強いハンドを示す。すなわち
ソリッドな８枚のＨか、１ルーザーの８枚Ｈと他のスーツにＡがあるハンド。
2． ４Ｄは４Ｓオープンより強いハンドを示す。すなわち
ソリッドな８枚のＳか、１ルーザーの８枚Ｓと他のスーツにＡがあるハンド。
３．トランプ・スーツの他に２Ａがある場合、または１Ａとボイドがある場合は、Namyatsでオープンするよりも１Ｈか１Ｓでオープンしたほうが良い。
　　スラムを逃す可能性が多い。
４．４Ｃあるいは４Ｄのオープンに対するレスポンスでＨまたはＳの間のビッドはスラム狙いである。

　　それに対するレスポンスは：
（１）他のスーツをキュー・ビッドする。
（２）ソリッドなトランプの場合は４ＮＴをビッドする。
（３）どちらもできないときは４Ｈあるいは４Ｓとサイン・オフする。
　　　　　　　　　　



　　　　　(BARBARA SEAGRAM)
ナムヤッツの例
１．何とオープンするか。
（１）Ｓ：ＡＫＱＪＴ７６３　Ｈ：Ｊ７　Ｄ：Ｔ５　Ｃ：Ｑ
　　　４Ｄ･･････ソリッドなＳ。４Ｓオープンには強すぎる。
（２）Ｓ：Ａ８２　Ｈ：ＫＱＪＴ９６３　Ｄ：３　Ｃ：Ａ５
　　　１Ｈ･･････２つのサイド・スーツにＡがある。プリエンプトには強すぎる。
（３）Ｓ：ＫＱＪ９８６４　Ｈ：５　Ｄ：ＱＪ９２　Ｃ：３
　　　４Ｓ･･････Namyatsでオープンするほど強くない。３Ｓでオープンするには、この形と良いサイド・スーツでは強すぎる。
（４）Ｓ：Ｊ８　Ｈ：ＫＱＪ９６５３　Ｄ：９７　Ｃ：６３
　　　３Ｈ･･････７－２－２－２の形では４の代でオープンするには十分な強さがない。
（５）Ｓ：Ｊ８　Ｈ：ＡＱＪ８７６２　Ｄ：ＡＱ２　Ｃ：３
　　　１Ｈ･･････プリエンプトするには強すぎる。１の代でオープンすべきである。
（６）Ｓ：８　Ｈ：ＫＱＪＴ８５４３　Ｄ：ＡＴ　Ｃ：Ｊ６
　　　４Ｃ･･････Mamyatsに最適。
２．４Ｃのオープンに対して何とレスポンスするか。
（１）Ｓ：ＡＫＱＪ５　Ｈ：Ｊ８７２　Ｄ：Ｋ９６３　Ｃ：－
　　　４Ｄ･･････スラムの可能性がある。オープナーのハンドを調べる必要がある。
　　　　　　　　４Ｈならパス。
　　　　　　　　５Ｃなら５Ｈでサイン・オフ。
　　　　　　　　４ＮＴ(ソリッドＨ)または５Ｄなら６Ｈでスラムへ。
（２）Ｓ：ＡＫＱ４　Ｈ：Ａ６３　Ｄ：ＫＱ９７　Ｃ：Ｔ５
　　　４Ｄ･･････スラムの可能性がある。
　　　　　　　　５Ｃなら６Ｈ。
　　　　　　　　５Ｄなら５Ｈでサイン・オフ。もしオ－プナーＣがシングルトンでなければ(これは分からない。)Ｃに２ルーザーがある。
（３）Ｓ：Ｔ５２　Ｈ：－　Ｄ：９４２　Ｃ：ＡＱＪＴ７６３
　　　４Ｈ･･････ＣはパートナーのＨよりも良いかもしれないがパスする理由はない。
　　　　　　　　何れにせよ、４Ｈはゲーム・コントラクトで、できるかもしれない。
（４）Ｓ：Ａ９５３　Ｈ：７２　Ｄ：ＡＫＱＪ９　Ｃ：Ａ３
　　　４ＮＴ････ＲＫＣＢでトランプの内容を確かめる。
　　　　　　　　ＡＫＱがあれば７ＮＴ。ＡＫの２枚かＡ１枚しかない(Ｑは当然あるという前提)ときは６Ｈ。
3． ４Ｈのオープンに何とレスポンスするか。
（１）Ｓ：ＡＫ８７６３２　Ｈ：９　Ｄ：Ｑ９３　Ｃ：Ａ８
　　　パス･･････スラムを試みるには十分な強さがない。ＨでなくＳでプレイする理由はない。ＳのＡＫはＨでプレイする際に役立つ。
（２）Ｓ：ＡＫ３　Ｈ：ＫＴ７　Ｄ：ＱＪＴ６　Ｃ：ＡＫ３
５Ｃ･･････オープナーが５Ｄをビッドすれば６Ｈ。そうでなければ５Ｈでサイン・オフ。Ｄに２ルーザーがある。
（３）Ｓ：ＡＫ７５　Ｈ：７　Ｄ：ＡＴ　Ｃ：ＡＫＱ７６２
　　　５Ｈ･･････もしオープナーのＨがレスポンダーの１枚Ｈで１ルーザーであれば、６Ｈのビッドを要求するもの。
（４）Ｓ：Ａ９　Ｈ：Ｑ７　Ｄ：ＡＫＱＪ７　Ｃ：ＡＪＴ６
　　　４ＮＴ････ＲＫＣＢでトランプの内容を尋ねる。もしオープナーがＡＫを持っていれば７ＮＴ。なければ６Ｈ。
